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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 2001 年の文献 92 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school 











準で 11 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 2001 年分である。 
 DIALOG データベースでの 2001 年の ERIC では，school attendance に関する文献が 104 件，
school dropouts に関する文献が 41 件，school phobia に関する文献が 1 件，school refusal に関す
る文献が 4 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 85 件，school dropouts に関する文献が 43 件，school phobia に関する文献が 2 件，school 
refusal に関する文献は 7 件であった。 
 DIALOG データベース 289 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 96 件について，キ
ーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
  attendance をキーワードに持つ文献 189 件のうち，関連の考えられる 38 件について概観する
ことにする。ERIC では 104 件のうち 18 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，85 件のう
ち 17 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 21 件，英国が 6 件，オーストラリ
アが 1 件，カナダが 4 件，オランダが 1 件，アイルランドが 1 件である。 









 Epp ら(2001)は，school attendance にも関連するが，school dropouts にも関連するものである
ので，school dropouts において取り上げることとする。 
 Lara と Pande(2001)は，school attendance にも関連するが，school dropouts にも関連するので，
school dropouts において取り上げることとする。 
 Crean ら(2001)は，学校を基盤とした十代の親のプログラムの子どもに対する幼年期センタ
























































（National Child Development Study(NCDS)）のデータを用いて研究を行っている。NCDS から 7
歳，11 歳，16 歳での行動上の尺度を外面化する行動上の問題を抱えている子どもを特定するの
に用いたという。11 歳や 16 歳ではなく 7 歳の Rutter の A 得点の上位 20%に入る子どもは，回
復したと考えられた。性別，社会的階級，家族構造，親の精神健康，7 歳での家庭内の圧力，








ついての調査を行っている。対象者は，オランダの慢性的な痛みのある 0～18 歳の 254 人の子
どもである。対象者のうちの 12-～18 歳の年齢層では，健康管理利用と痛みの衝撃という背景

































 Wilson ら(2001)は，school attendance にも関連するが，school dropouts において取り上げるこ
ととする。 
































 Rye ら(2001)は，学校の水際薬物防止プログラムの効力を調査研究している。253 人の高校





 Wood ら(2001)は，少なくとも 2 つの場合に，1 年以内に故意に自分たちに危害を加えた青少



























ラムの効果を示すものであるという。治療処置群の 3 年から 5 年の追跡調査の結果をここでは













 James(2001)は，school attendance とも関連するが，school dropouts で取り上げることとする。 
 Shimoff(2001)は，彼らにそれぞれの学級会に出席を署名して記録させることによって，心理









が経つにつれて成績に寄与しているかを調査研究している。対象者は，42 人の EBD の生徒と
61 人の LD の生徒である。学力達成度は標準化された数学と読解力の 2 ポイントでの得点によ















 Chadwick ら(2001)によると，3 つのロンドンの自治都市の特殊教育を受けている生徒から，
重篤な学習障害と行動上の問題のある初等学校の年齢の子どもが特定されたという。自治都市
の 2 つでは，行動上の問題を防止あるいは軽減することを目的とした 5～7 のグループセッショ
ンか個別を基盤としたセッションを受けるために任意には割り当てられたという。教師とサポ













  Carmody ら(2001)によると，EEG バイオフィードバックが小学校で行われたという。8～10
歳の 8 人の子どもの実験群は，35-47 の 6 ヶ月間の期間の EEG バイオフィードバックトレーニ
ングセッションを終了したという。実験群における 4 人の対象者は注意欠損多動障害(ADHD)











 ２ school dropouts に関する研究の概観 
  2001 年の dropouts をキーワードに持つ文献 84 件のうち，関連の考えられる 37 件について概
観することにする。ERIC では 41 件のうち 14 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，43
件のうち 23 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 30 件，英国が 1 件，カナダ
が 4 件，フィンランドが 1 件，アイルランドが 1 件である。 











の GED 証明書か高等学校卒業証書の称号獲得の相関を研究している。519 人の中途退学者のデ
ータによれば，中途退学者の 59.2%は，学校に戻り高等学校資格審査を獲得しており，学校で
の成績，中途退学の年齢，社会経済的状態がかなり称号獲得を予測するものであるとしている。 





















った教育，役割のモデル化，生徒の認知を用いた Intercultural Development Research Association
により展開されたプログラムは，危機的な状態にある生徒の評価し，効果的な連携戦略での努
力を支援することに基づいているという。 




替手段を見つけるために機能しているという。なお，本件は school attendance にも関連するも
のである。 

















  Sisson(2001)によると，アラスカ州の Atqasuk では，覚え易いことわざが，Meade River  
学校の任務声明になったという。共同体から隔離されると，85 生徒学校では，ほとんど 100 パ
ーセントの中途退学率となったという。共同体によって支えられ，学校では成績が改善され，
生徒と共同体のメンバーのための第２の家になったという。 


















 Jahnukainen(2001)は，フィンランドでの教育的除外を防止するために作用する 2 つのプログ
ラムについての長期的結果を調べることを目的に本研究を行っている。45 人の Creating Your 





Own Career プロジェクト参加者の介入後の状態と 10 年生の間，男女間では統計的にかなりの
差が見られたと述べている。 
  Alexander ら(2001)は，学校からの離脱について，長期の過程の頂点として人生コースを見通
した観点から，高等学校中途退学を調査研究している。データはボルチモアの生徒の進行中の




な形態にわたって変化しているという。1 年生，初等学校 2～5 年生，中等学校 6～8 年生，お






























































































































  Dominitz ら(2001)は， 若者と親の期待に関して，1997 人の集団の若者についての国家縦断
的調査のデータを分析している。この研究では，20 歳までに高等学校を修了すること，20 歳ま
でに刑務所に収監される時間，20 歳までに親になることの主観的可能性への応答を調べている。




る。15～16 歳の 516 人の対象者が 8 年生の時に評価されたという。15～16 歳の 1，157 人の対
象者を用いて 10 年生まで調査を広げたという。10 年生ではなく，8 年生では，拒絶的反社会的
















  Stevens-Simon ら(2001)によると，この研究の目的は，包括的，総合的な青年志向の産婦のた
めのプログラムのどの要素が，十代の母親がその後の妊娠を遅らせるのを支援するのかを決定
することであるという。13～19 歳の 373 人が研究された。プログラムは，直接的には避妊する
ことを簡素化し，間接的には中途退学を思いとどまらせ，出産に距離を置くこととは両立しな
い職業を追求することを奨励することにより急速なその後の妊娠を防ぐように立案されたとい






  James ら(2001)によると，訓練計画に参加した早い時期に学校を離れた人々の心理学的問題
の広がりを立証したとしている。若者の自己報告目録が十代の若者によってグループ設定の一
部として作成された。臨床的敷居値を超えた得点の割合が計算され，性差が調べられた。この





















  3   school phobia に関する研究の概観 
 2001 年の school phobia をキーワードに持つ文献 3 件のうち，関連の考えられる 3 件について
概観することにする。ERIC では 1 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では 2 件見出された。

















 Kawabata(2001b)は，school refusal の文献としても取り上げられており，Kawabata(2001a)と
ともに school refusal のところで取り上げることにする。 
 4  school refusal に関する文献 
 2001 年の school refusal をキーワードに持つ文献 11 件のうち，関連の考えられる 10 件につい
て概観することにする。ERIC では 4 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，7 件見出され
たが，ここでは 8 件を取り上げる。なお，国別では，オーストラリアが 1 件，アメリカ合衆国
が 4 件，日本が 3 件である。 
 McShane(2001)によると，児童青年精神医学部門で登校拒否を示す若い人々の特性を研究し，
入院治療処理が認められた者とその他の者との違いを調べたという。登校拒否であると評価さ











































  Bernstein ら(2001)は，認知行動療法と組み合わせたイミプラミンと偽薬による 8 週間の研究
に参加した 41人の不安抑うつ状態の登校拒否をしている青年の 1年間の追跡調査を行っている。









 King ら(2001)は，児童及び青年の登校拒否に関する過去 10 年間の研究を批判的に概観して












 Ⅲ おわりに 
 2001 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における不登校に関連すると考えられる
研究では，十代の母親の登校援助，アルコールや薬物使用，暴力や犯罪等との関連と登校ある
いは中途退学に関する文献が多く見られた。国別では，アメリカ合衆国が多いが，これまでに
なかったイタリア，スペインの国々の文献が見られた。昨年まで見られた KIDS COUNT Data 
Book のデータを元にした文献は今年は見られなかった。不登校よりも中途退学にアメリカ合衆
国では目を向けている文献が多い。LD や ADHD などの学習障害，アスペルガー障害と不登校
とのケースの記述が今年度も見られているので来年度も目を向けていきたい。 
 DIALOG データベースでの 2001 年の ERIC では，school attendance に関する文献が 104 件，
school dropouts に関する文献が 41 件，school phobia に関する文献が 1 件，school refusal に関す
る文献が 4 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 85 件，school dropouts に関する文献が 43 件，school phobia に関する文献が 2 件，school 
refusal に関する文献は 7 件であった。2001 年の検索文献総数は 289 件であり，このうち 92 件
について取り上げた。検索文献件数は，1997 年 101 件，1998 年 95 件，1999 年 118 件，2000
年 166 件であり，今年は昨年よりもかなり増加している。経年変化については，別にまとめる
が，増減については今後も注目しておきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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